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大
阪
市
の
橋
下
徹
市
長
は
２
月
20
日
、
生

活
保
護
の
医
療
扶
助
費
の
削
減
を
目
的
に
、

生
活
保
護
受
給
者
の
受
診
を
制
限
す
る
「
医

療
機
関
等
登
録
制
度
」（
仮
称
）
や
、
指
定

医
療
機
関
の
有
期
化
、
指
導
強
化
な
ど
を
柱

と
す
る
「
医
療
扶
助
適
正
化
対
策
」
を
打
ち

出
し
た
。
特
区
構
想
の
一
環
と
し
て
、
生
活

保
護
世
帯
の
多
い
西
成
区
で
先
行
・
重
点
実

施
す
る
方
針
。
医
療
関
係
者
や
市
民
か
ら

は
、「
医
療
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
原
則
に

反
す
る
」
な
ど
、
批
判
が
続
出
し
て
い
る
。

　

小
学
校
か
ら

大
学
院
ま
で
、

常
に
教
育
を
受

け
る
立
場
で
、

教
育
す
る
側
に
立
っ
た
こ
と

が
な
い
。
大
阪
維
新
の
会
の

教
育
基
本
条
例
が
意
味
す
る

も
の
も
理
解
が
浅
か
っ
た
。

『
月
刊
保
団
連
』
２
月
号
で

内
田
樹
氏
が
「
教
育
に
政
治

は
容
喙
（
よ
う
か
い
）
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
の
は
近
代

教
育
制
度
の
基
本
原
理
」
と

喝
破
さ
れ
て
、「
目
か
ら
う

ろ
こ
」
の
思
い
で
あ
る
。

　

だ
が
、
権
力
者
た
ち
が
確

信
し
て
い
た
に
違
い
な
い
教

育
原
理
を
自
分
の
目
で
感
じ

て
い
た
。
明
治
か
ら
第
二
次

大
戦
後
ま
で
の
教
育
原
理
は

「
良
い
兵
隊
を
つ
く
る
こ

と
」
で
、
戦
後
は
「
良
い
消

費
者
を
つ
く
る
こ
と
」
で
、

現
在
こ
の
原
理
は
崩
壊
し
つ

つ
あ
る
が
、
戦
後
の
延
長
上

に
あ
る
と
い
う
の
が
、
私
の

独
断
的
「
彼
ら
の
原
理
」
で

あ
る
。

　

22
年
間
も
教
育
さ
れ
れ

ば
、
別
に
へ
そ
曲
が
り
で
な

く
て
も
、「
教
育
さ
れ
嫌

い
」
に
な
る
。
人
は
情
報
伝

達
本
能
で
誰
で
も
人
を
教
育

し
た
く
な
る
。
教
育
マ
マ
も

ワ
イ
ン
の
「
講
釈
言
い
」
も

同
類
で
あ
る
。「
放
っ
と
い

て
く
れ
」
と
私
は
す
べ
て
に

我
流
が
好
き
だ
。

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』『要点と解説』
の製作業務で事務所を離れま
す。お問い合わせは出先から折
り返しの対応となります。

おことわり

大阪市・橋下市長
フリーアクセスに反する提案

３・３近畿
総決起集会

４
月
５
日

ス
タ
ー
ト

歯科・医科協会制作テレビ番組

サンテレビ・毎週木・15時55分～

４月放送テーマ

消費税アップで　　　　
社会保障は良くなるのか

「医療どぉ～ナル」

福島・子ども医療費

2012診療報酬改定
『要点と解説』・『点数早見表』

一人でも多くの声を政府へ
無料化求め緊急署名

医
療
の
根
幹
揺
る
が
す

一
体
改
悪
撤
回
へ
運
動
の
波
を

戸
井
逸
美
政
策
部
長
の
話

小
澤
理
事
長
の
基
調
報
告
（
要
旨
）

西
成
特
区
構
想　

受
診
制
限・指
導
強
化
で
医
療
費
削
減

　

橋
下
市
長
が
打
ち
出
し
た

「
適
正
化
対
策
」
は
、
日
本

の
医
療
を
根
幹
か
ら
揺
る
が

す
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
原
則
を
否

定
し
、
西
成
区
在
住
の
生
保

　

「
ス
ト
ッ
プ
一
体
改
悪
」

を
掲
げ
た
３
月
３
日
の
近
畿

総
決
起
集
会
で
は
、
小
澤
力

理
事
長
が
実
行
委
員
長
を
務

め
、基
調
報
告
し
た
。要
旨
は

次
の
通
り
。（
３
面
に
関
連
）

　
　
　

◇　

◆　

◇

　

日
本
の
福
祉
を
象
徴
す
る

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
都

市
部
で
の
餓
死
・
孤
立
死
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
札
幌
で

は
お
姉
さ
ん
が
脳
内
血
腫
で

急
死
、
知
的
障
害
の
妹
さ
ん

は
凍
死
し
た
と
の
報
道
で
し

た
。
障
が
い
者
自
立
支
援
法

も
、
年
金
も
、
生
活
保
護

も
、
姉
妹
を
救
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
が
集
ま
っ
た
目
的

は
、
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ

ず
、「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
悪
」
を
押
し
返
す
大
き

な
う
ね
り
を
近
畿
か
ら
全
国

へ
広
げ
る
こ
と
で
す
。

　

被
災
地
を
含
め
、
日
本
中

の
人
々
が
閉
塞

感
や
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で

は
、「
大
企
業

の
国
際
競
争
力

が
弱
っ
て
い
る
」
と
報
じ
て

い
ま
す
。「
私
た
ち
も
我
慢

し
な
き
ゃ
」
と
思
っ
て
い
た

ら
、
大
企
業
の
内
部
留
保
が

驚
く
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
が
生
き
残
る
道
は
、

「
構
造
改
革
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

大

企
業
の
法
人
税
や
高
額
所
得

者
の
税
率
の
引
き
下
げ
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ

れ
で
本
当
に
幸
せ
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

「
財
政
の
健
全
化
」
が
必

要
だ
と
ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ

て
い
ま
す
。
赤
字
の
最
大
要

因
は
「
社
会
保
障
費
」
と
し

て
、
一
体
改
革
に
結
論
を
導

き
ま
す
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
福
島

県
の
18
歳
以
下
の
医
療
費
無

料
化
を
求
め
る
緊
急
要
請
行

動
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

た
。
今
号
に
署
名
用
紙
を
同

封
し
、
会
員
に
協
力
を
訴
え

て
い
る
。

　

署
名
は
、
精
神
科
医
・
香

山
リ
カ
さ
ん
や
放
射
線
防
護

の
専
門
家
・
安
斎
育
郎
さ

ん
、
歌
手
・
Ｕ
Ａ
さ
ん
ら
が

呼
び
掛
け
て
い
る
「
福
島
の

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
求

め
る
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に

呼
応
し
た
取
り
組
み
。

　

野
田
内
閣
が
福
島
県
の
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
の
実
施

を
見
送
る
な
か
、
協
会
・
保

団
連
は
「
放
射
線
被
害
か
ら

福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
は
国
の

責
務
」
と
強
調
。
一
人
で
も

多
く
の
署
名
を
集
め
、
政
府

に
声
を
突
き
付
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

一
体
改
革
の
内
容
は
ご
存

知
の
通
り
大
改
悪
で
す
。
税

で
は
、
①
消
費
税
引
き
上
げ

②
庶
民
の
直
接
税
の
増
税
③

共
通
番
号
制
の
導
入
④
法
人

税
率
の
引
き
下
げ
―
―
な
ど

患
者
の
受
診
を
一
方
的
に
制

限
す
る
許
し
難
い
内
容
だ
。

生
活
保
護
は
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
保
障
し
た
憲
法

25
条
を
体
現
す
る
社
会
保
障

で
あ
り
、
国
民
の
権
利
だ
。

登
録
制
度
は
、
生
保
患
者
の

基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

全
市
の
医
療
機
関
を
対
象

に
し
た「
効
果
的
な
指
導
」で

は
、医
療
内
容
を
問
わ
ず
、生

保
の
平
均
点
数
や
レ
セ
プ
ト

枚
数
で
選
定
す
る
と
し
て
い

る
。
生
保
患
者
の
口
腔
内
は

悪
化
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

点
数
が
高
く
な
り
が
ち
だ
。

指
導
を
懸
念
し
て
十
分
な
治

療
が
で
き
な
け
れ
ば
、
健
康

を
阻
害
す
る
遠
因
に
な
る
。

　

橋
下
市
長
は
記
者
会
見
で

「
重
複
受
診
」「
過
剰
請
求
」

対
策
を
主
張
し
て
い
る
が
、

実
態
を
一
切
、
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
一
部
の
不
正
を

口
実
に
全
体
の
締
め
付
け
を

強
化
す
る
狙
い
は
、
医
療
費

削
減
に
尽
き
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
医
療
費

が
下
が
れ
ば
、
全
市
に
拡
大

す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ひ

と
り
親
や
障
害
者
な
ど
の
公

費
対
象
者
に
も
範
囲
を
広
げ

か
ね
な
い
。
将
来
的
に
は
、

す
べ
て
の
住
民
を
対
象
に
す

る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

　

協
会
は
、
生
保
患
者
や
市

民
の
受
療
権
を
守
る
た
め

に
、「
適
正
化
対
策
」
に
強

く
反
対
し
て
い
く
。

　

登
録
制
度
で
は
、
生
活
保

護
受
給
者
の
受
診
を
各
診
療

科
１
医
院
に
限
る
。
通
院
す

る
際
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
必
要
性
を
確
認
し
た
上
で

登
録
医
療
機
関
を
決
定
し
、

「
登
録
証
」
を
発
行
す
る
。

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
他

院
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
８
月
か
ら
西
成
区
で

本
格
実
施
を
め
ざ
す
。

　

医
療
機
関
の
新
規
生
活
保

護
指
定
で
は
、
管
理
歯
科
医

師
・
法
人
役
員
が
過
去
５
年

間
に
在
籍
し
て
い
た
医
療
機

関
が
行
政
処
分
を
受
け
て
い

た
場
合
、
指
定
を
認
め
な

い
。
新
規
指
定
後
は
、
３
年

間
程
度
の
仮
期
間
を
設
定
。

２
〜
３
年
目
に
個
別
指
導
を

実
施
し
、
問
題
な
ど
が
あ
れ

ば
、「
次
回
指
定
申
請
を
却

下
す
る
」
と
し
て
い
る
。
関

係
機
関
へ
の
周
知
を
経
て
、

12
年
度
の
早
期
か
ら
西
成
区

で
試
行
実
施
す
る
。

　

指
定
済
み
医
療
機
関
に

は
、
全
市
で
「
効
果
的
な
個

別
指
導
を
実
施
」
す
る
。
電

子
レ
セ
プ
ト
を
分
析
し
、

「
請
求
点
数
が
一
定
値
を
超

え
る
レ
セ
プ
ト
が
多
い
医
療

機
関
、
最
審
査
請
求
率
が
高

い
医
療
機
関
、
査
定
率
・
査

定
点
数
が
高
い
医
療
機
関
」

な
ど
を
抽
出
。
個
別
指
導
を

通
じ
て
、
医
療
費
削
減
を
め

ざ
す
。
西
成
区
を
重
点
的
に

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

生
活
保
護
に
登
録
医
制
度

生
活
保
護
に
登
録
医
制
度

　

生
活
保
護
の
締
め
付
け

は
、
平
松
市
政
時
代
か
ら
続

く
。
昨
年
11
月
か
ら
は
警
察

Ｏ
Ｂ
が
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
、
西
成
区
と

浪
速
区
で
保
護
件
数
の
削
減

策
を
強
め
て
い
る
。
全
国
的

に
は
、
締
め
付
け
強
化
で
生

活
保
護
が
受
け
ら
れ
ず
餓
死

や
孤
立
死
す
る
事
件
が
相
次

い
で
発
生
し
、
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

今
号
に
同
封
し
て
い
ま
す

が
並
び
ま
す
。
社
会
保
障
で

は
、
①
医
療
と
介
護
の
応
益

負
担
②
保
険
料
の
ア
ッ
プ
や

国
保
、
協
会
け
ん
ぽ
の
都
道

府
県
化
③
生
活
保
護
の
改
悪

④
年
金
給
付
の
大
幅
削
減
―

―
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　

収
入
に
応
じ
て
平
等
に
負

担
す
る
応
能
負
担
の
原
則
を

踏
み
に
じ
り
、
医
療
・
介
護

で
も
、
障
が
い
者
施
策
で

も
、
生
活
保
護
で
も
、
保
育

で
も
、「
応
益
負
担
＝
あ
な

た
の
責
任
」
と

し
て
強
制
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
阪
で
は
、

橋
下
市
長
が
新

自
由
主
義
思
想

ん
。

　

〝
あ
な
た
の
責
任
〞
と

は
、「
働
い
て
も
ま
と
も
な

給
料
を
も
ら
え
な
い
」「
子

育
て
が
で
き
な
い
」「
学
び

が
保
障
さ
れ
な
い
」
…
…
。

す
べ
て
を
自
助
努
力
の
不
足

で
片
づ
け
て
し
ま
う
社
会
を

許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
人
間
を
大
切
に
し
、
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
立
ち
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
ッ
プ
！
社
会
保
障
と

税
の
「
一
体
改
悪
」。
や
さ

し
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
団
体
・
個
人
の
運
動
を

総
結
集
し
、
全
国
に
大
き
な

波
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

の
徹
底
と
ば
か
り
に
「
教
育

基
本
条
例
」
や
「
職
員
基
本

条
例
」
を
強
引
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
市
職
員
に
対
す
る

思
想
調
査
な
ど
の
憲
法
を
踏

み
に
じ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な

手
段
は
、
見
過
ご
せ
ま
せ

今
号
同
封


